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Ⅰ．中期経営計画2023の振り返り

2024年3月期(第44期)の連結営業利益は605百万円(営業利益率11.1％)を目標としていました
が、連結営業利益は3,364百万円(営業利益率29.1％)となり、計画値を大幅に上回りました。
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決算短信開示時計画（連結）

営業利益605百万円

営業利益率11.1％

2023/11/2                                         

上方修正（連結）

営業利益2,540百万円

営業利益率24.8％

2024/2/2                                          

上方修正（連結）

営業利益3,193百万円

営業利益率28.8％

2024年3月期実績（連結）

営業利益3,364百万円

営業利益率29.1％
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具体的な施策

Ⅰ．中期経営計画2023の振り返り

① ナノマテリアル事業の成長スピードアップ
⇒・有償サンプル品の販売は、スケールアップテストを行う顧客もあったこと等により、サンプル出

荷件数及び出荷量が増加

・塗料関係や放熱材関係、電池関係の引き合いが増加し、最終段階の評価を実施している材料メー

カーや、エンドユーザーでの評価が進んでいる案件がある

・新製品の高導電用カーボンナノファイバーを上市し、製品ラインナップの拡充を図る

・福島双葉工場において、「ISO9001」の認証を取得

② 断熱材事業の更なる成長
⇒・大手鉄鋼メーカーからの定期受注獲得

・子会社・阿爾賽（蘇州）無機材料有限公司において、各社再生可能エネルギー発電に積極的な設

備投資を行っている中国で、太陽光発電関連産業の設備投資状況やニーズをいち早く掴み、受注

に対応できる生産体制を早期に整えたことと、技術力の高さから他社より製品品質が良いこと

で、太陽光発電パネル製造向け拡散炉用ヒーターモジュールの受注が急激に伸長し、売上高・営

業利益共に大きく寄与した

・子会社・阿爾美（蘇州）科技有限公司を設立

③ M&Aの推進

⇒・引き続き成長が見込まれる事業への積極的投資・Ｍ＆Ａ推進

結果：過去最高益を更新

2026年3月期の目標としていた営業利益率18％を2年前倒しで達成した
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Ⅱ．中期経営計画2024

２．計画の骨子

事業構造改革のスピードを上げ、
機能性材料メーカーへの転換を図る

１．基本方針

事業ポートフォリオの最適化を図り、
事業構造を転換し、2027年3月期に
安定して連結営業利益率18%を維持する企業へ
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Ⅱ．中期経営計画2024

2027年3月期
・連結売上高8,858百万円 連結営業利益1,682百万円
・アルメディオ単体営業利益黒字化
結果として、成長レベルに合わせたステークホルダーへの還元を
目標とする

3. 具体的な施策

（1）ナノマテリアル事業の成長スピードアップ

（2）断熱材事業の更なる成長

（3）Ｍ＆Ａの推進

（4）人材の確保

（5）新規分野への参入



塗料、放熱材、電池材料、3Dプリンタ
用途での評価加速・採用が見込まれる
可能性が高まった。顧問からの業界
キーパーソンの紹介もあり、横展開時
の評価・採用に向けたスピードが加速
した
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Ⅱ．中期経営計画2024

営業戦略

３．具体的な施策
◆ 売上の拡大（１） ナノマテリアル事業の成長スピードアップ

重要顧客のテーマに対して技術スタッ
フを専任として促進・加速させた

海外顧客からの引合いも増加。特に電
池用途での販売・評価を展開中

数件は採用に至らず、進行中のテーマ
は顧客での評価を継続

CNFの微細な形状をアピールした用途
への提案を実施

第44期中の人材の拡充には至らなかっ
た

重要顧客のテーマに対しては採用・採
用獲得に至るまでの対応を今後も実施

引続き継続テーマに対しては採用獲得
に向け積極的なサポートを実施すると
共に横展開営業も継続実施する。特に
放熱材、導電フィルム、電池関係の引
合いは増えており、採用獲得に向け積
極的に活動を実施

採用活動に向けた活動及び新規顧客獲
得に向けた開拓を継続実施

継続的に重点分野として活動を実施す
ると共に新規顧客への販促活動を実施

進行中のテーマについて採用を目指す
と共に新規顧客への販促活動を実施

本格採用の道筋が見えてきた
顧客への対応力アップ

新規顧客の開拓（採用が
見えてきた業界への横展

開営業活動など）

海外展開
（顧客獲得に向けたアプローチ）

スポーツ、レジャー業界の開拓

更なる新規アプリケーションを創造
し、顧客への提案を継続実施

積極的に人材獲得を進める

アプリケーション提案力の強化

人材の拡充、育成強化

第44期 第45期施策

特定顧客での評価は加速しており、採
用に向けて継続評価中

自動車、インフラ、航空機業界への
重点展開
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Ⅱ．中期経営計画2024

技術戦略

３．具体的な施策
◆ 売上の拡大（１） ナノマテリアル事業の成長スピードアップ

本格生産に向けた生産・出荷体制を確
立した

ISO9001の取得

CNFの特長を生かした性能評価データ
の蓄積を実施。特に電波吸収に関する
データを数多く蓄積する事ができた

超高導電用CNFの検討・製品化に向け
た開発を加速

生産・出荷体制の維持・管理を実施

データの蓄積と更なる検証のスピード
アップを実施する

量産化本採用に向けた
体制強化

性能評価データの蓄積、
検証のスピードアップ

第45期第44期

3Dプリンタ用フィラメントは顧客での
評価が加速しており、近々中に製品化
予定。高導電用CNFを上市した

施策

製品ラインナップの拡充

維持審査に向けた内部監査体制を強
化・実施する品質保証体制の確立
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Ⅱ．中期経営計画2024

３．具体的な施策
（２） ナノマテリアル事業の顧客構成

CNFの特長を生かしたアピールを各顧客に実施。放熱材・導電材・電波吸収材の顧客数が増加し
た。電池材は多くの顧客から引合い・受注はあるものの、採用までの道のりが長期間であることか
ら、放熱材・導電材・電波吸収材での比較的早く売上に寄与する顧客に対して採用を加速させる。

電池材
22%

導電材
18%

補強材
15%

放熱材
14%

電波吸収材
8%

摺動材
8%

半導体材
8%

その他
6%

3Dプリンタ
1%

電池材
18%

導電材
20%

補強材
9%

放熱材
20%

電波吸収材
12%

摺動材
6%

半導体材
6%

その他
3%

3Dプリンタ
6%

第44期顧客構成 第45期顧客構成(見込み）
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Ⅱ．中期経営計画2024

３．具体的な施策
（２） ナノマテリアル事業の顧客構成

（具体的な用途）

電 池 材

導 電 材

補 強 材

放 熱 材

電波吸収材

EV/FCV用途

半導体、電子機器用途

インフラ、３Dプリンター
用途

半導体、電子機器用途

自動車部品用途

EV/FCV、半導体、電子機器用途等、何れも需要の伸びが見込まれる分野にCNFを展開
している。電池材関係は、計画策定時に想定したよりも、多くの引き合いがある。
採用が近づくにつれ評価項目が増加しており、顧客での評価に時間を要しているが、計
画目標達成の確度は確実に上がっている。
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Ⅱ．中期経営計画2024

３．具体的な施策
（３） ナノマテリアルの応用例（放熱材）

無機フィラー

CNF
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Ⅱ．中期経営計画2024

３．具体的な施策
（2） 断熱材事業の更なる成長

・棚板、窯道具の受注拡大
・熱処理に関連した商品の販売
・既存顧客に対し現状購入品以外の受注を獲得する
・横展開活動での新規顧客獲得を狙う
・電子部品メーカーへの窯道具販売
・電気炉設備の新規受注

営業戦略

・阿爾賽（蘇州）無機材料有限公司、阿爾美（蘇州）科技
有限公司との連携強化
（営業・技術力の向上）

個別戦略
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Ⅱ．中期経営計画2024

３．具体的な施策
（2） 断熱材事業の更なる成長

阿爾美（蘇州）科技有限公司設立

・一部の生産設備を移設・集約
・一時的に確保した生産拠点から一部の
生産機能を集約
⇒生産体制の構築
生産性の向上
従業員の労働環境改善
水不足問題の解決

・新製品の投入

阿爾美 （蘇州）科技有限公司の設立

太陽光発電パネル製造向け拡散炉用ヒー
ターモジュールの受注が急激に伸張

・拡大した受注への対応
⇒一時的に生産拠点を確保
設備投資
従業員の増加

・中国における水不足に対し、水を多く
利用する生産品の生産体制の対応

政策として再生可能エネルギー発電に積極的な姿勢をとっている中国において、各社の初期投資が一旦
落ち着く見通しだが、ヒーターモジュールは消耗品のため、各社のニーズをいち早く掴み受注に対応、
高品質な製品で信頼を得たことから、第45期後半からは購入した顧客からのリピートオーダーが入る
ことを予想している。また、遅れて参入した会社との価格競争が起こることや設備投資が先行すること
も想定し、第44期と比較して売上高・利益共に減少するが、ＳｉＯ等の新製品の投入により、第46期
以降は売上高が増加すると見込んでいる。

敷地面積：35,599㎡
建屋面積：26,715㎡

敷地面積：10,000㎡
建屋面積： 6,166㎡

生産拠点
の確保が
必要
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Ⅱ．中期経営計画2024

３．具体的な施策
（2） 断熱材事業の更なる成長

阿爾賽（蘇州）無機材料有限公司、阿爾美 （蘇州）科技有限公司の両社で様々
な商品を製造販売できる柔軟な体制を取り、更なる受注拡大を目指す

・ファイバー製品の製造販売
・棚板、窯道具の製造販売
・工業炉の製造販売

・ヒーターモジュールの製造
・ヒーターモジュールに金属加工
を施し、組み立てて販売

・研究開発

新規商材の製造販売
・ＳｉＯ
・アルミナ粒子 等
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Ⅱ．中期経営計画2024

３．具体的な施策
（2） 売上構成

阿爾賽（蘇州）無機材料有限公司の2013年からの売上構成比率
（2024年計画からは阿爾美（蘇州）科技有限公司を含む）

91%
77% 63%

55%

71%

69% 61% 57%
50%
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31%
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34% 35%
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2013年 2018年 2021年 2022年 2023年 2024年

計画

2025年

計画

2026年

計画

2030年
予測

断熱材 焼成炉 高温窯道具 SiO・その他新製品

阿爾賽（蘇州）無機材料有限公司の売上構成比は、断熱材メインから焼成炉や高温窯道具等のカテゴリーが増加し、さらに
今期からＳｉＯ等の新製品が追加され、常に先を見据え新製品開発を進めることにより事業成長を続けている。ヒーターモ
ジュールは、太陽電池関連以外にも半導体関連もターゲットに販売を進めていく。

（単位：千元）

2023年
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Ⅱ．中期経営計画2024

３．具体的な施策
（３）Ｍ＆Ａの推進

（４）人材の確保

営業・技術・コーポレート部門等の専門分野での知見を有する即戦力
人材の採用
⇒・ナノマテリアル事業の成長スピードアップ
・事業の拡大と成長に伴う体制強化
・ガバナンス強化
・新規分野への参入を視野に入れた事業企画室の新設

Ｍ＆Ａやシナジー効果が得られる複数の相手先との業務・資本提携を
含めた施策の推進
⇒・ナノマテリアル事業の成長スピードアップ
・売上拡大や付加価値の創出
・技術力の強化
・人材補強
・資本政策
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Ⅱ．中期経営計画2024

３．具体的な施策

事業企画室の新設

新規分野への参入を目的に新設し、ナノマテリアル事業・断熱材事業
との相乗効果を高め、事業の成長を図る

（開発目標）
・技術提携先の株式会社湘南先端材料研究所で開発した複合材料

CMC（Ceramic Matrix Composite）技術と、当社技術によ
る新製品開発を進める

（開発製品）
・セラミック補強繊維プリプレグシート
・成形品としてのCMC製品

（想定販売先）
・次世代航空宇宙分野
・次世代エネルギー・自動車分野
・次世代半導体分野

（5）新規分野への参入



事業企画室
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湘南先端材料研究所におけるプリプレグ, CMCの製造方法

特許第6261275号
特開2024-25747

湘南先端材料研究所 保有特許 (2024/4)

SAML:湘南先端材料研究所
ALM:アルメディオ



事業企画室
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CMCのサプライチェーン （ロケットノズルの例）における
SAML/ALMEDIOの位置づけ

Fiber Weaving Prepreg Part Layup

Firing

Rocket 

Assemble

Fabric P/P

Tow P/P

Al2O3 Fiber 8HS-Fabric
Layup Machine

Rocket Nozzle

Rocket

日本 海外

NITIVY 3M

NGS SDCM

UBE

日本 海外

NITIVY 3M

NGS SDCM

UBE

日本 海外

SAML/ 
ALMEDIO

AXIOM

IHI 3M

MHI

MEC

日本 海外

IHI COIC

MEC SAFRAN

MHI GE

SAML/ 
ALMEDIO

日本 海外

MHI Lock-M

KHI Raytheon

IHI Space-X

MEC Northrop

SiC Fiber

UD P/P

In house

SAML:湘南先端材料研究所



事業企画室
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SAML/ALMEDIO-CMCの想定用途

大気圏再突入飛翔体構体・ノーズコーン

ロケットノズル・姿勢制御スラスタ

新エネルギー電池のケース・防炎バリア

SAML試作
ロケットノズル

各種航空宇宙材料の使用温度領域と比強度

新規参入プリプレグシート・CMCの使用条件と想定用途

プリプレグシート

1000℃付近での比強度が大きく
通常飛行時の電波透過性が高い



事業企画室
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JAXA 750kW高エンタルピー、アーク加熱風洞
（大気圏再突入の状態を模擬した試験-2023）

1000℃以上で断熱外壁としての性能を確認

JAXA

SiC/Ox（SAML)

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

最高使用温度

比重

曲げ強度

破壊靭性

熱絶縁性

電波透過性

各種CMCの物性比較

SiC/SiC C/SiC C/C Ox,SiC/Ox（SAML)

電波透過性機体材料
(レドーム、ノーズ）

誘電率（ε@10GHz)

Ox/Ox-CMC
(SAML,Al-Fiber)

3.1~3.3

GFRP(E-Glass) 4.5~5.2

Quartz-Fiber/BMI,Epoxy 3.5~4.0

SAML製プリプレグを用いたCMCの物性



年 2024/4-（45期） 2025/4-（46期） 2026/4-（47期）

マーケティング
顧客発掘・販売

商材
・プリプレグ
・CMC

＜商材１＞
プリプレグ
現行
W150L1000
製造設備検討
（広幅、長尺）

＜商材２＞
CMC
成形品製造設備
検討

航空宇宙関連事業者Mktg

製造機調査

立地調査・F/S

プリプレグ積層技術調査

CMC焼成技術調査

F/S

委託or
自前F/S

委託or
自前F/S

新エネ・再エネ、自動車関連事業者Mktg

小型試作サンプルの販売

大型・本格サンプル・製品販売

設備設置

2024/4現在
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事業企画室

事業企画室 運営計画
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Ⅱ．中期経営計画2024

１．新株予約権行使による調達資金の充当状況（2024年５月14日時点）

第９回新株予約権行使完了、第10回新株予約権の行使進行中
（調達資金の充当状況）
１．中国子会社設備投資資金

⇒ＳｉＯ設備等の投資資金として５億円送金済
２．人材投資資金（採用経費、人件費）

⇒６名採用予定の内、２名採用
３．Ｍ＆Ａ資金

⇒売上高・利益両面に即効性のある事業、ナノマテリアル事業とシナジー
効果のある事業を主軸とした複数社を検討中

4．その他

２．資本政策

・株主構成の最適化
・自社株買い
・友好的な企業との株式の持ち合い

３．配当方針

・配当性向 年20％を目標
・アルメディオ単体で営業利益を黒字化し、配当を目指す



Ⅱ．中期経営計画2024

５．計画目標

① 中期経営計画（連結）

2025年3月期

(第45期)

2026年3月期

(第46期)

2027年3月期

(第47期)

売 上 高 7,197
（※23.3％増）

7,912
（※18.5％増）

8,858

営 業 利 益 1,184
（※25.2％増）

1,442
（※15.5％増）

1,682

営業利益率 16.5％
（※0.3％増）

18.2%
（※0.5％減）

19.0％

ROA 7.5％ 9.2% 10.0%

ROE 9.5％ 11.4% 12.0%

（単位：百万円）

為替換算レート 1人民元 = 21.0円
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※2023年５月12日開示「中期経営計画2023」の計画値との対増減率
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Ⅱ．中期経営計画2024

②売上計画（連結）

7,197 

7,912 

8,858 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

2025年3月期

(第45期)

2026年3月期

（第46期）

2027年3月期

（第47期）

５．計画目標

③営業利益計画（連結）

1,184
1,442

1,682

16.5%
18.2%

19.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

2025年3月期

（第45期）

2026年3月期

（第46期）

2027年3月期

（第47期）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

営業利益（百万円）

営業利益率（単位：百万円）
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Ⅱ．中期経営計画2024

④ 事業別売上計画（連結）

2025年3月期

(第45期)

2026年3月期

(第46期)

2027年3月期

(第47期)

断熱材 6,493 7,546 8,248

ナノマテリアル 164 366 610

アーカイブ 539 - -

合 計 7,197 7,912 8,858

５．計画目標

（単位：百万円）

90.2% 95.4% 93.1%

2.3%

4.6% 6.9%7.5%

0.0% 0.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

2025年3月期

（第45期）

2026年3月期

（第46期）

2027年3月期

（第47期）

アーカイブ

ナノマテリアル

断熱材
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■注意事項■

当資料に掲載されている業績見通し、その他の今後の予測・戦略などに関す
る情報は、当資料の作成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づ
き、通常予測し得る範囲内で行った判断に基づくものです。

しかしながら実際には、通常予測し得ないような特別事情の発生または通常予
測し得ないような結果の発生などにより、当資料記載の業績見通しとは異なる
結果を生じ得るリスクを含んでおります。

当社は、投資家の皆さまにとって重要と考えられるような情報について、そ
の積極的な開示に努めてまいりますが、当資料記載の業績見通しのみに全面的
に依拠してご判断されることはくれぐれもお控えになられるようお願いいたし
ます。

なお、いかなる目的であれ、当資料を無断で複製または転送などを行われない
ようお願いいたします。


